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表紙写真 
高知県総合防災訓練（6月10日：宿毛新港） 
高層ビル火災想定訓練（四万十消防署はしご車） 
（高層ビルに見立てたケーソンの高さは１７ｍです） 
 
四万十市からは四万十消防署のほか消防団、市役所（保健介護課、
市民病院）、日赤四万十市地区奉仕団など多くの団体が参加しまし
た。 
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議
会
基
本
条
例
制
定
特
別
委
員
会
を
設
置
 

　
中
山
間
地
域
で
は
高
齢

化
や
人
口
流
出
等
に
よ
り
、

地
域
の
将
来
を
担
う
人
材

が
不
足
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
都
会
か
ら
中

山
間
地
域
へ
の
移
住
希
望

者
を
募
っ
た
結
果
、
21
名

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中

か
ら
３
名
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
決
定
し
ま
し

た
。 

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
寄
宿
舎
と
し
て
使
用
す

る
た
め
、
教
員
住
宅
や
定

住
促
進
住
宅
の
う
ち
空
き

住
宅
と
な
っ
て
い
る
３
戸

の
用
途
を
廃
止
す
る
条
例

案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
寄
宿
舎
と
し

て
使
用
す
る
た
め
の
規
則

を
制
定
し
使
用
さ
れ
ま
す
。 

空
き
教
員
住
宅
・
定
住 

促
進
住
宅
を
地
域
お
こ
し 

協
力
隊
員
の
寄
宿
舎
に 

　
　
　
　（
西
土
佐
地
域
） 

　
四
万
十
い
や
し
の
里
の

指
定
管
理
者
に
指
定
し
て

い
た
会
社（
(株)
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
）が
、

６
月
30
日
付
け
で
解
散
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後

任
と
し
て
Ｊ
Ｒ
四
国
の
系

列
会
社
で
あ
る
「
四
国
開

発
建
設
(株)
」
を
指
定
し
ま

し
た
。
指
定
期
間
は
本
年

７
月
１
日
か
ら
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。 

「
四
万
十
い
や
し
の
里
」 

指
定
管
理
者
に 

四
国
開
発
建
設
(株)
を
指
定 四万十いやしの里（下田） 

地域おこし協力隊員の寄宿舎として使用する 
山間地域定住促進住宅（江川権谷２号住宅） 

　
四
万
十
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、６
月
11
日
に
開
会
し
、
27
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
期
定
例
会
に
は
補
正
予
算
２
件
、
条
例
の
改
正
５
件
、
契
約
議
案
１
件
、
教
育
委
員
の

任
命
１
件
、人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
３
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
６
件
及
び
議
員
提
出

議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
内
、
教
育
委
員
の
任
命
議
案
は
、
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
、
無
記
名
に
よ
る
投

票
の
結
果
、
反
対
多
数
で
否
決
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り

可
決
い
た
し
ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
で
は
、
10
名
が
市
長
の
政
治
姿
勢
、防
災
・
減
災
対
策
、生
活
保
護
問
題
な
ど
に

つ
い
て
質
し
ま
し
た
。詳
し
く
は
、４
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

議
会
報
告
会
の
開
催
、
一
般

質
問
時
の
一
問
一
答
質
問
方

式
の
導
入
、
庁
舎
内
で
の
議

会
中
継
な
ど
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
こ
れ
を
よ
り
明
確
化

す
る
た
め
議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
向
け
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
調
査
研
究
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

よ
り
良
い
条
例
制
定
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 
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政務調査費 

研修・調査の主なもの 

　○東北大震災被災地…市民クラブ、公明党、社民党、四万十クラブ、清流クラブ、自民党、無所属 

　○H23年台風12号被災地（和歌山県那智勝浦町）…市民クラブ、公明党 

　○市町村議会議員特別セミナー（千葉市（市町村職員中央研究所））…市民クラブ、公明党 

　○子ども居場所づくりについて（岩手県奥州市）…市民クラブ、公明党 

　○第53回自治体学校（奈良市）…共産党 

　○生活保護問題議員研修会（京都市）…共産党 

　○省エネルギービジョンについて（神奈川県茅ケ崎市）…四万十クラブ、社民党、無所属 

　○森林寄付条例について（北海道上川郡下川町）…清流クラブ 

　○スポーツ合宿受入れについて（北海道野付郡別海町）…四万十クラブ、社民党、無所属 

　○ナベヅルを活用した地域おこしについて（山口県周南市）…清流クラブ 

平成23年度の実績 

注）①議員総数22名中２名の議員からは、政務調査費の申請がありませんでした。 

　 ②交付額は、「１人20,000円/月×12ヵ月×会派所属議員数」で算定しています。 

注）①22名中２名からは、申請書の提出がありません。（６月末現在） 

　 ②交付額は、「１人15,000円/月×12ヵ月×会派所属議員数」で算定しています。 

　　（３月議会で、議員提案により20,000円/月→15,000円/月に減額されました） 

返還額 決算額 交付額 会　　派　　名 

0 

0 

318,059 

135,450 

0 

0 

0 

0 

453,509

1,021,664 

1,021,556 

401,941 

344,550 

604,685 

743,640 

250,498 

250,496 

4,639,030

960,000 

960,000 

720,000 

480,000 

480,000 

720,000 

240,000 

240,000 

4,800,000

所　属 
議員数 

４人 

４人 

３人 

２人 

２人 

３人 

１人 

１人 

20人 

市民クラブ 

日本共産党四万十市議団 

自由民主党市議団 

社民党 

公明党 

清流クラブ 

四万十クラブ 

無所属 

　　　　  計 

使　　　　　途 

研 修 費 220,200、調 査 旅 費 801,464 

研 修 費 242,704、事 務 所 費 346,667ほか 

調査旅費 343,500、資料作成費 44,026ほか 

調査旅費 344,550 

研 修 費 149,175、調 査 旅 費 455,510 

調査旅費 743,640 

調査旅費 250,498 

調査旅費 250,496

＝政務調査費に関する書類は、議会事務局にて閲覧できます＝ 

（単位：円） 

平成24年度交付額 

交付額 会　　派　　名 

720,000円 

720,000円 

720,000円 

360,000円 

540,000円 

540,000円 

3,600,000円 

所　属 
議員数 

４人 

４人 

４人 

２人 

３人 

３人 

20人 

市民クラブ 

日本共産党四万十市議団 

四万十クラブ 

公明党 

清流クラブ 

自由民主党市議団 

　　　　　計 

会派所属議員名 

宮地、松田、白木、矢野川 

稲田、坂本、川村、濱田 

藤田、宮本(博)、北澤、岡　 

勝　、安岡 

平野、中屋、上岡 

宮本(幸)、小出、宮崎 

（単位：円） 

3 市議会だより 

　政務調査費とは、四万十市議会議員の市政に関する調査研究のため、必要な費用の一部として交
付されるもので、議会が適正な監視機能を発揮し、政策を立案するために必要な情報収集に活かさ
れています。 



質問 
順位 

質　　　問　　　要　　　旨 質問 
順位 

質問者 質問者 

松
田
達
夫 

宮
地   

昭 

質　　　問　　　要　　　旨 

安
岡   

明 

３ 

１ 

２ 

中
屋
和
男 

４ 

上
岡
礼
三 

５ 

浜
田
裕
介 

７ 

６ 

小
出
徳
彦 

坂
本
け
い
子 

８ 

岡
　
　
裕 

９ 

勝
　
泰
彦 

10

(一問一答)

(一問一答)

(一問一答)

(一問一答)

(一問一答)

(一問一答)

(一括質問)

(一括質問)

(一括質問)

(一問一答)

１  市長の政治姿勢について 

（１）「絆の再生」で潤いあるコミュニティを 

（２）不正のない公平な市政を 

２  防災・減災対策について 

（１）避難地や避難路整備 

（２）空き家対策について 

（３）場外離着陸場設置 

３  児童生徒の安全確保 

（１）通学路の安全対策は 

（２）児童の放課後の「居場所」づくりにつ

　　いて 

４  市の活性化対策について 

（１）観光産業への取り組み 

５  市民に優しい取り組み 

（１）市役所駐車場の安全 

１  林業振興の視点と施策 

（１）現状認識 

（２）銘建工業進出による功罪 

（３）課題を踏まえた林業再生への取り組み 

１  原発・防災関連 

（１）伊方原発について 

（２）食の安全について 

２  文化振興 

（１）はたフェスについて 

（２）西土佐地域での子供たちのバンドブー

　　ムについて 

３  生活保護について 

（１）テレビ報道について 

（２）当市の状況 

１  河川の整備について 

（１）県管理河川への対応について 

２  防災対策について 

（１）避難所の耐震性について 

３  市長の政治姿勢について 

（１）市民病院について 

１  市長の政治姿勢について 

（１）市街地の浸水対策について 

（２）市街地の歩道の整備について 

（３）市街地の美化について 

（４）庁舎玄関の改善について 

２  教育行政について 

（１）西土佐地域小学校統合について 

（２）中村地域の小中の統合について 

（３）統合後の休校舎の利活用について 

（４）教育研究所の充実について 

（５）学童保育・子ども教室の充実について 

３  防災対策について 

（１）横瀬川ダムと河川整備について 

１  市長の政治姿勢について 

（１）農業施策について 

（２）農業後継者確保について 

（３）有機、減農薬栽培について 

（４）集落営農について 

１  休校舎活用事業について 

（１）西土佐地域の休校舎の活用について 

２  保健・医療・福祉連携事業について 

（１）脳ドック検診について 

３  生活保護について 

（１）四万十市の現状は 

４  防災・医療について 

（１）ヘリポート整備について 

１  男女共同参画について 

（１）DV対策（平成18年6月議会の質問以 

　　後の対応・対策） 

（２）防災、減災、復興にジェンダー視点を 

　　入れる事について 

２  デマンド交通について 

（１）エリア拡大の予定はあるのか 

（２）現デマンドの運行に対する住民要望

　　について 

３  保健・福祉・医療の連携事業中「心の健康」

　の相談活動について 

（１）これまでの取り組みと現状（活動内容） 

（２）今後の取り組みについて 

１  市長の政治姿勢について 

（１）3年間の総括と残り任期の取り組みについて 

２  市民病院について 

（１）市民病院改革プランの自己評価について 

（２）外部委託部門について 

（３）事務局職員の専属化について 

（４）病院耐震化について 

３  観光行政について 

（１）自動車道延伸時の観光客入込等について 

４  四万十市主催のイベントについて 

（１）高齢者、障がい者の対応について 

１  防災・減災対策について 

（１）インフラ整備について 

（２）防災教育 

（３）災害時救急時あんしんシートの配付を 

（４）住宅耐震補助制度について 

２  有害鳥獣被害防止について 

（１）住民協力で被害防止を 

３  再生可能エネルギーについて 

（１）観光コンテンツとしての導入を 

（２）自然エネルギーの地産地消を目指そう 

（３）太陽光発電補助制度 

（４）太陽熱温水器補助導入を 
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《 通 告 表 》 一般質問 

※氏名の下の（　）書は、質問方式（一問一答質問方式か一括質問方法かは、議員が選択します） 



　
　
「
絆
の
再
生
」で
潤
い

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築

く
市
政
が
大
切
と
考
え
る
が
。 

　
　
生
活
保
護
費
の
伸
び

や
不
正
受
給
の
増
加
の
報

道
が
あ
り
「
過
剰
保
護
」
の

指
摘
も
あ
る
。
本
当
に
困

窮
し
て
い
る
人
を
救
う
仕

組
み
が
大
切
。
自
治
体
に

よ
り
受
理
の
判
断
基
準
の

ば
ら
つ
き
等
の
問
題
に
ど

う
対
処
す
る
か
。 

　
　
防
災
対
策
上
危
険
な

空
家
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

処
理
に
よ
り
安
全
な
避
難

路
確
保
の
取
り
組
み
が
必

要
で
は
。 

　
　
本
年
度
の
通
学
路
安

全
点
検
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
。 

　
　
幹
線
道
路
の
脆
弱
な

本
市
で
は
災
害
時
道
路
網

切
断
に
よ
る
孤
立
の
危
険

性
が
高
い
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト

は
命
を
繋
ぐ
う
え
か
ら
重

要
と
考
え
る
が
現
在
の
推

進
状
況
は
ど
う
か
。 

　
　
南
海
地
震
対
策
の
上

か
ら
絆
を
固
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
昨
年
か
ら
地

域
づ
く
り
支
援
員
を
配
置
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
、

本
年
度
か
ら
健
康
福
祉
地

域
推
進
事
業
も
地
域
の
再

生
が
狙
い
で
あ
る
。 

　
　
昨
今
の
生
活
保
護
の

増
大
は
年
金
額
が
少
な
い

為
に
高
齢
者
が
全
体
の
50

％
を
占
め
、
仕
事
が
無
い

若
い
人
の
支
給
も
25
％
と

増
え
て
い
る
。
今
後
も
困

っ
た
人
は
申
請
し
て
も
ら

い
審
査
し
た
上
で
適
応
し

て
い
く
。 

　
　
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
候

補
地
調
査
予
算
が
つ
き
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
調
査
の
中
で
ど
の
程

度
の
整
備
が
必
要
か
明
ら

か
に
し
て
い
く
。 

　
　
児
童
生
徒
の
通
学
路

の
緊
急
点
検
は
各
学
校
か

ら
提
出
さ
れ
る
危
険
箇
所

の
調
査
票
を
基
に
、
警
察

や
道
路
管
理
者
と
合
同
点

検
を
実
施
。
８
月
末
ま
で

に
結
果
を
取
り
ま
と
め
て

県
教
委
へ
報
告
す
る
。
改

善
箇
所
を
関
係
機
関
と
協

議
し
、
必
要
な
対
策
を
取

る
予
定
で
あ
る
。 

　
　
管
理
不
十
分
に
放
置

さ
れ
た
空
家
等
は
防
災
上

も
問
題
で
あ
る
。
一
方
個

人
の
財
産
権
に
関
わ
る
問

題
で
も
あ
り
条
例
を
制
定

す
る
自
治
体
も
増
え
て
き

て
い
る
。
議
会
の
防
災
対

策
特
別
委
員
会
や
幡
多
広

域
南
海
地
震
対
策
連
絡
協

議
会
の
場
で
議
論
し
て
も

ら
う
な
ど
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。 

安岡　明 議員 

絆
の
再
生
で
潤
い
あ
る 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を 

　
　
林
業
の
衰
退
は
、
長

期
に
亘
る
価
格
の
低
迷
か

ら
意
欲
を
失
い
、
高
齢
化

も
加
わ
り
今
ま
で
林
業
中

心
で
の
集
落
が
将
来
を
危

ぶ
ま
れ
る
時
を
迎
え
た
。 

　
本
市
の
民
有
林
面
積
は

約
４
万
２
千
ha
、
う
ち
人

口
林
は
２
万
９
千
ha
と
県

下
一
の
森
林
を
有
し
現
在

40
年
以
上
の
林
木
が
７
割

を
超
え
た
。
施
業
の
現
況

と
取
組
を
。 

　
　
25
年
５
月
操
業
予
定

の
「
高
知
お
お
と
よ
製
材
」

の
木
材
供
給
に
本
市
へ
の

影
響
は
。 

　
　
県
の
森
林
施
業
が
団

地
化
へ
と
進
む
中
、
自
伐

林
家
の
支
援
が
減
少
し
、

山
主
や
就
労
者
の
意
欲
を

そ
ぎ
地
域
の
活
力
低
下
が

伺
え
る
。
森
の
工
場
と
対

比
し
た
独
自
の
補
助
枠
を

設
け
意
欲
の
向
上
を
図
れ
。 

宮地　昭 議員 

林
業
を
新
た
な
視
点
で 

地
域
の
振
興
に 

　
　
22
年
度
の
木
材
生
産

量
は
約
２
万
６
千
ｍ
で
、

う
ち
杉
、桧
は
１
万
ｍ
、近

い
将
来
１
万
３
千
ｍ
を
目

指
す
。 

　
林
業
後
継
者
育
成
に
国

支
援
の
緑
の
雇
用
者
制
度

も
活
用
し
、
22
年
度
２
１

７
名
の
就
労
。
60
歳
以
上

が
35
％
を
占
め
、
対
策
が

急
務
だ
。 

　
作
業
道
、
機
械
化
の
導

入
を
進
め
若
者
へ
の
魅
力

あ
る
職
場
環
境
つ
く
り
に

組
合
と
共
に
努
力
。 

33
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県
、
森
連
が
進
め
て

き
た
大
型
工
場
は
３
年
後

に
10
万
ｍ
の
原
木
使
用
の

予
定
で
内
訳
が
桧
２
割
、杉

８
割
だ
。本
市
は
桧
の
蓄
積

量
が
多
く
共
販
所
を
通
し

て
桧
の
需
要
に
期
待
す
る
も
、

安
定
供
給
と
価
格
の
動
向

を
注
視
し
て
い
る
。 

3

　
　
県
は
中
山
間
支
援
対

策
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に

よ
る
地
域
熱
利
用
シ
ス
テ

ム
を
提
案
し
地
域
の
底
上

げ
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

　
用
井
地
区
に
集
積
す
る

公
共
施
設
に
、
廃
材
活
用

の
暖
房
装
置
の
企
画
を
考

え
て
は
。 

　
　
23
年
度
に
県
が
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
む
け

西
土
佐
地
域
を
モ
デ
ル
に

熱
供
給
の
設
置
イ
メ
ー
ジ

の
検
討
や
コ
ス
ト
試
算
を

実
施
し
た
。 

　
熱
源
と
な
る
チ
ッ
プ
、薪
、

ペ
レ
ッ
ト
を
比
較
し
チ
ッ

プ
が
有
効
と
の
結
果
が
出

て
い
る
。 

　
今
後
の
集
約
型
地
域
熱

利
用
を
考
え
る
中
で
の
一

つ
の
目
安
と
な
る
も
の
。 

　
　
24
年
度
は
県
の
緊
急

間
伐
支
援
、
自
伐
林
家
支

援
を
活
用
し
70 
ha
を
計
画

し
て
い
る
。 

　
今
後
に
つ
い
て
は
森
林

組
合
と
協
議
し
施
業
の
向

上
に
努
め
る
。 

質
問 

不
正
の
な
い
公
正
な
市
政
を 

質
問 

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て 

質
問 
通
学
路
の
安
全
対
策
は 

質
問 

質
問 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

質
問 

質
問 

質
問 
答
弁 

答
弁 

質
問 

答
弁 

答
弁 

＝議員の一般質問に関する記事の原稿は、質問議員自らが項目を選定し作成しています＝ 

う
る
お き

ず 

き
ず
な 

ね
ら 

か
じ
ょ
う 

ほ
　
ご 

し  

て
き 

こ
ん 

き
ゅ
う 

す
く 

た
い
し
ょ 

さ
っ
こ
ん 

こ
う
れ
い 

し
ゃ 

ぜ
い
じ
ゃ
く 

さ
い 

が
い 

じ  

ど
う  

ろ  

も
う 

せ
つ
だ
ん 

こ  

り
つ 

つ
な 

こ
う 

き
ん
き
ゅ
う 

も
と 

ほ
　
ち 

し
ん
せ
い 

て
き
お
う 

べ
い 

ぎ 

ろ
ん 

す
い
た
い 

み
り
ょ
く 

そ
う
ぎ
ょ
う 

き
ん
き
ゅ
う 

も
く
し
つ 

も
ち 

い 

ま
き 

え
い
き
ょ
う 

じ
ゅ
よ
う 

う
か
が 

わ
た 

あ
や 

せ 

ぎ
ょ
う 

ひ
の
き 
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伊
方
原
発
に
つ
い
て

の
市
長
の
考
え
を
問
う
。 

　
　
伊
方
で
事
故
が
起
き

た
場
合
を
想
定
し
た
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。 

　
　
保
育
所
の
給
食
調
理

場
へ
の
放
射
能
測
定
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
か
。 

　
　
９
月
に
第
３
回
は

た
フ
ェ
ス
が
開
催
さ
れ

る
予
定
だ
。
市
長
が
実
行

委
員
会
長
に
就
い
た
と

聞
い
た
が
、
そ
の
意
気
込

み
は
。 

　
　
機
種
選
定
に
至
る
経

緯
は
。 

　
　
再
稼
動
に
関
し
て
は

反
対
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
四
万
十
市
は
地

元
と
し
て
、
再
稼
動
の
手

続
き
の
話
し
合
い
に
は
加

わ
る
べ
き
と
考
え
る
。 

　
　
現
在
は
な
い
が
、
将

来
的
に
は
必
要
と
考
え
る
。 

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の

放
射
能
測
定
シ
ス
テ
ム
の

導
入
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
。 

　
　
機
種
選
定
も
終
り
、

６
月
中
に
は
購
入
で
き
る

予
定
。 

　
　
よ
り
低
い
線
量
が
測

定
で
き
、
誤
差
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
シ
ン
チ
レ
ー

シ
ョ
ン
方
式
の
機
種
を
選

定
し
た
。ま
た
、信
頼
性
の

観
点
か
ら
、
国
内
メ
ー
カ

ー
の
も
の
に
し
た
。 

　
　
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
現
代
型
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
、
四
万
十
市
の
活
性

化
の
面
か
ら
も
大
変
期
待

し
て
い
る
。 

　
　
市
外
や
県
外
か
ら
は

た
フ
ェ
ス
に
集
っ
た
人
達

を
い
か
に
市
街
地
へ
誘
導

す
る
か
。
ま
た
、
今
回
は
三

連
休
の
初
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
観
光
客
が

連
泊
し
て
く
れ
る
よ
う
な

取
り
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
。 

　
　
高
知
フ
ァ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
試
合
、

う
ま
い
ち
ゃ
フ
ェ
ス
タ
等

の
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
を

検
討
し
て
い
る
。 

　
　
保
護
者
か
ら
少
な

か
ら
ず
不
安
の
声
も
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校

と
同
様
に
各
保
育
所
で

導
入
し
よ
う
と
現
在
準

備
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

学
校
の
よ
う
に
セ
ン
タ

ー
調
理
方
式
で
な
い
た
め
、

17
園
に
導
入
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
金
額
面
の

問
題
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら

入
札
を
行
い
、
８
月
の
初

旬
に
は
導
入
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。 

濱田裕介 議員 

原
発
関
連
、 

　
　
市
長
の
考
え
は 

　
　
市
長
は
三
月
議
会
で

「
あ
り
方
等
検
討
会
」
で
の

幅
広
い
意
見
等
を
頂
き
検

討
す
る
と
答
弁
し
て
い
る

が
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

た
か
伺
い
た
い
。 

　
「
再
建
計
画
」「
法
定
外

目
的
税
」「
賃
金
カ
ッ
ト
」「
給

食
の
外
部
委
託
」
の
方
向

性
に
つ
い
て
幅
広
い
意
見

を
聞
く
と
議
事
録
に
残
っ

て
い
る
。 

　
検
討
会
を
議
会
答
弁
の

隠
れ
蓑
に
使
う
な
。 

　
　
神
社
仏
閣
を
避
難
所

に
指
定
し
て
い
る
か
、
耐

震
補
強
工
事
と
耐
震
調
査

の
補
助
制
度
活
用
は
可
能

か
伺
う
。 

　
　
蕨
岡
地
区
の
抜
本
的

な
浸
水
対
策
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。 

　
　
あ
り
方
等
検
討
会
は
、

市
の
諮
問
機
関
で
な
い
の

で
市
か
ら
諮
問
で
き
な
い
。

独
自
で
テ
ー
マ
を
決
め
て

い
る
。 

　
　
河
川
管
理
者
の
県
は
、

後
川
右
岸
の
堤
防
整
備

の
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
が
現
在
の
と
こ
ろ

整
備
計
画
は
な
い
。
暫
定

的
に
24
年
度
は
伊
才
原

〜
中
角
堰
ま
で
４
工
区

の
河
床
の
浚
渫
を
計
画

し
て
い
る
。 

　
　
古
津
賀
川
、
金
比
羅

川
、
八
宗
田
川
の
い
ず
れ

の
河
川
も
河
床
に
土
砂
が

堆
積
し
雑
草
が
茂
っ
て
い

る
。
河
床
の
浚
渫
と
護
岸

の
草
刈
を
で
き
な
い
か
伺

う
。 

　
　
金
比
羅
川
は
国
道
56

号
線
か
ら
上
流
部
７
０
０

ｍ
除
草
を
計
画
。
八
宗
田

川
は
地
元
と
「
川
支
え
あ

い
事
業
」
で
今
年
も
除
草

を
行
う
。
古
津
賀
川
は
来

年
度
事
業
に
向
け
働
き
か

け
る
。 

　
　
公
共
施
設
を
中
心
に

避
難
場
所
と
し
て
指
定
し

て
い
る
。自
主
防
災
組
織
で

神
社
仏
閣
を
避
難
場
所
に

指
定
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
把
握
し
て
い
な
い
。 

　
耐
震
補
強
工
事
は
あ
く

ま
で
も
住
居
部
分
を
補
強

す
る
制
度
で
、
本
堂
等
は

政
教
分
離
の
原
則
か
ら
公

金
支
出
は
問
題
が
あ
る
。

た
だ
し
住
居
部
分
が
併
用

さ
れ
て
い
る
住
居
部
分
は

補
助
対
象
と
な
る
。 

　
耐
震
調
査
に
つ
い
て
は

併
用
の
住
居
部
分
の
み
の

調
査
は
出
来
な
い
。
本
堂

等
と
住
居
部
分
の
耐
震
調

査
が
必
要
。 

中屋和男 議員 

議
会
答
弁
と
「
市
民
病
院
の 

今
後
の
あ
り
方
等
検
討
会
」 

質
問 

質
問 

質
問 

文
化
振
興
に
つ
い
て 

質
問 

質
問 

答
弁 

答
弁 

質
問 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

質
問 

答
弁 

答
弁 

質
問 

質
問 

河
川
の
整
備
に
つ
い
て 

質
問 

答
弁 

答
弁 

質
問 

答
弁 

答
弁 

＝議員の一般質問に関する記事の原稿は、質問議員自らが項目を選定し作成しています＝ 

防
災
対
策 

神
社
仏
閣
の
避
難
所
に

つ
い
て 

さ
い 

か  

ど
う 

け
い 

し
ん
ら
い
せ
い 

ゆ
う
ど
う 

い 

し
ん
ち
ょ
く 

か
く 

み
の 

し  

も
ん 

き  

か
ん 

は 

あ
く 

わ
ら
び
お
か 

し
ん
ち
ょ
く 

い
　
さ
い 

ば
ら 

な
か
つ
の
ぜ
き 

し
ゅ
ん
せ
つ 

こ
　
つ
　
か 

こ
ん  

ぴ
　
ら 

は
っ
そ
う  

だ 

た
い
せ
き 

さ
さ 

へ
い
よ
う 
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気
象
環
境
の
変
化
で
、

１
０
０
ミ
リ
以
上
の
雨
は
、

全
国
的
に
常
識
に
な
っ
た

が
、
市
街
地
で
は
台
風
・
集

中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
の
可

能
性
が
あ
る
。
５
カ
所
の

排
水
ポ
ン
プ
で
浸
水
対
策

は
出
来
る
か
。 

　
　
公
約
で
「
高
齢
者
の

暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
」

と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
歩

道
の
整
備
が
全
く
改
善
さ

れ
て
な
く
早
急
な
整
備
を

す
べ
き
で
な
い
か
。 

　
　
国
・
県
の「
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業
」

で
あ
る
が
安
全
管
理
・
施

設
が
「
子
ど
も
が
心
豊
か

に
育
ま
れ
る
環
境
」
に
反

す
る
施
設
は
改
善
す
べ
き

で
な
い
か
。 

　
　
第
一
次
の
学
校
再
編

計
画
終
了
を
受
け
、各
校
区

に
於
け
る
説
明
会
の
時
は

具
体
的
に
計
画
を
校
下
民

に
説
明
す
べ
き
で
な
い
か
。 

　
　
田
野
川
小
学
校
の
統

合
後
の
校
舎
を
地
元
の
要

望
を
受
け
、教
育
研
究
所
と

し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。 

　
　
本
市
の
雨
水
排
水
対

策
は
１
時
間
あ
た
り
63
・

７
ミ
リ
を
採
用
し
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
現
施
設

は
こ
れ
以
上
の
雨
量
を
考

慮
し
て
お
ら
ず
対
応
は
困

難
で
あ
る
。
既
存
施
設
の

排
水
機
能
維
持
に
努
め
て

い
く
。 

　
　
来
年
４
月
に
向
け
て

統
合
を
円
滑
に
進
め
る
こ

と
を
ま
ず
考
え
、
統
合
後

に
再
度
３
地
区
の
意
見
を

聞
き
、
先
に
出
た
教
育
関

係
を
含
め
要
望
を
再
度
検

討
し
た
い
。 

　
　
学
校
訪
問
の
際
各
施

設
を
訪
問
し
て
い
る
。
特

に
東
中
筋
小
校
区
の
施
設

は
狭
隘
で
あ
り
、
認
識
し

て
い
る
し
要
望
も
頂
い
て

い
る
。 

　
　
歩
道
整
備
に
つ
い
て

は
歩
道
の
段
差
解
消
を
行

い
、
歩
行
者
の
安
全
確
保

を
図
る
た
め
、
23
年
度
市

道
天
神
橋
通
線
に
着
手
、

23
年
度
か
ら
３
年
計
画
で

市
道
旭
通
線
（
市
民
病
院

東
側
・
南
北
）及
び
平
和
通

線
（
同
西
側
・
南
北
）
の
整

備
に
着
手
す
る
。 

　
　
中
村
地
域
の
小
中
の

保
護
者
の
意
見
を
聞
き
、

24
年
度
中
に
一
定
の
展
望

や
、
具
体
的
方
向
性
を
決

定
す
る
。 

上岡礼三 議員 

市
街
地
の 

　
浸
水
対
策
は
十
分
か 

　
　
市
長
は
ど
の
よ
う
な

思
い
で
四
万
十
市
の
農
業

を
描
き
政
策
を
進
め
て
い

る
か
。基
本
的
な
農
業
振
興

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
、
農

業
者
と
の
懇
談
会
は
さ
れ

て
い
る
か
。 

　
　
農
業
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
後
継

者
確
保
対
策
を
強
化
す
べ

き
で
な
い
か
。
ま
た
、
四
万

十
農
園
の
研
修
施
設
は
就

農
後
の
施
設
と
し
て
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
検

討
さ
れ
て
い
る
か
、
研
修

支
援
も
大
切
だ
が
就
農
後

地
域
の
農
業
を
担
う
農
業

者
と
し
て
定
着
す
る
支
援

も
重
要
で
あ
る
が
取
組
み

に
つ
い
て
問
う
。 

　
　
こ
れ
か
ら
の
農
業

は
展
望
が
あ
る
と
思
う

視
点
を
変
え
れ
ば
第
一

次
産
業
の
重
要
さ
が
見

直
さ
れ
て
い
る
。
四
万
十

市
は
少
量
多
品
目
で
あ

り
こ
れ
を
柱
に
売
り
出

せ
ば
方
向
性
は
明
る
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

農
業
振
興
計
画
は
無
で

は
な
く
別
の
計
画
を
持

っ
て
進
め
て
い
る
他
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
作
成
し
農
政
を
計

画
的
に
進
め
て
い
る
。
農

業
者
と
の
懇
談
会
は
少

し
物
足
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
が
今
後
は
も
う

少
し
突
っ
込
ん
だ
議
論

に
し
た
い
。 

　
　
後
継
者
確
保
に
つ

い
て
は
県
の
支
援
事
業

を
活
用
し
四
万
十
市
の

農
業
研
修
施
設
に
て
研

修
を
行
う
他
、
就
農
後
の

支
援
と
し
て
は
関
係
機

関
と
連
携
し
支
援
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。
四
万
十
農

園
の
研
修
施
設
は
就
農

と
研
修
が
一
律
し
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
養
液
か

ら
土
耕
に
す
る
為
の
検

討
は
し
て
い
る
が
土
量

の
確
保
が
解
決
で
き
れ

ば
一
棟
で
も
増
や
し
て

ゆ
き
た
い
。
青
年
給
付
金

に
つ
い
て
は
最
終
的
に

は
人
数
に
制
限
を
受
け

る
事
も
考
え
ら
れ
る
が

７
月
中
に
県
の
基
準
が

示
さ
れ
る
。
ま
た
、
県
間

の
調
整
も
検
討
し
て
い
る
。 

松田達夫 議員 

四
万
十
市
の
農
業
施
策 

市
長
の
思
い
描
く
農
業
は 

研修中（キュウリ栽培） 

質
問 

市
街
地
の
歩
道
整
備 

質
問 

質
問 

質
問 

質
問 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

質
問 

質
問 

答
弁 

答
弁 

＝議員の一般質問に関する記事の原稿は、質問議員自らが項目を選定し作成しています＝ 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

一
、中
村
地
域
小
中
学
校
の 

　 

統
合
に
つ
い
て 

二
、
統
合
後
の
休
校
舎
の

　 

利
活
用
は 

三
、児
童
保
育
・
子
ど
も
教
育

　 
の
充
実
を 

き
し
ょ
う
か
ん
き
ょ
う 

こ
う 

や
く じ

ょ
う
し
き 

か
い
し
ょ
う 

え
ん
か
つ 

す
い 

し
ん 

き
ょ
う
あ
い 

う  

す
い 

こ
う 

り
ょ 

き
　
ぞ
ん  

し  

せ
つ 

え
が 

の
う
ぎ
ょ
う
し
ん
こ
う 

に
な 

れ
ん 

け
い 

よ
う 

え
き 

し
ゅ
う 

の
う 

ご 

け
い
か
く 

さ
く
て
い 

こ
ん
だ
ん 

か
い 

て
ん 

ぼ
う 

こ
う
け
い 

し
ゃ 

か
く 

ほ  

た
い 

さ
く 
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活
用
策
に
つ
い
て
地

域
と
の
協
議
、
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件

は
。 

　
　
地
域
、
民
間
等
が
活

用
で
き
る
為
の
制
度
的
条

件
は
。 

　
　
本
市
に
お
け
る
受
給

世
帯
の
状
況
は
。 

　
　
受
診
予
約
受
付
け
業

務
と
予
約
受
け
付
け
日
の

対
応
に
つ
い
て
。 

　
　
地
域
と
の
協
議
は
、

西
ヶ
方
小
学
校
活
用
委

員
会
へ
職
員
が
入
り
検

討
し
て
い
る
。
口
屋
内
小

に
つ
い
て
は
地
域
集
落

再
生
事
業
の
中
で
の
利

活
用
を
検
討
。 

　
大
宮
小
学
校
は
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
設
置
に

む
け
た
協
議
の
中
で
、
拠

点
施
設
の
活
用
策
と
し

て
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
小
学
校
に
つ

い
て
は
先
行
す
る
学
校

を
事
例
に
検
討
し
て
い
く
。

先
進
地
視
察
も
計
画
し

て
い
る
。 

　
　
Ｈ
20
年
度
末
で
受

給
世
帯
４
３
５
世
帯
14
・

４
パ
ー
ミ
ル
。
Ｈ
21
年
度

末
で
４
８
０
世
帯
16
・
３

パ
ー
ミ
ル
。
Ｈ
22
年
度
末

で
５
３
２
世
帯
18
・
５
パ

ー
ミ
ル
。
Ｈ
23
年
度
末
で

５
５
２
世
帯
19
・
６
パ
ー

ミ
ル
。
Ｈ
20
年
度
対
比
36

％
増
と
な
っ
て
い
る
。
世

帯
状
況
は
高
齢
世
帯
49
・

６
％
、
母
子
世
帯
4.7
％
、そ

の
他
24
・
３
％
、
疾
病
、
障

が
い
者
世
帯
21
％
と
な

っ
て
い
る
。 

　
　
公
立
学
校
施
設
の

財
産
処
分
に
関
し
て
は
、

平
成
20
年
に
改
正
さ
れ

条
件
が
緩
和
さ
れ
た
。
建

築
後
10
年
を
経
過
し
て

い
る
も
の
で
あ
れ
ば
転
用
・

貸
与
・
譲
渡
・
取
り
壊
し

が
可
能
。
無
償
で
あ
れ
ば

国
庫
補
助
金
の
返
還
は

い
ら
な
い
。
有
償
で
あ
れ

ば
処
分
す
る
補
助
金
相

当
額
と
譲
渡
金
の
内
の

補
助
金
額
の
比
較
に
よ

り
安
価
な
方
を
基
金
に

積
み
立
て
る
。 

　
　
昨
年
の
受
診
状
況

を
参
考
に
２
４
０
名
と

し
た
。
申
請
受
付
開
始
と

同
時
に
来
庁
者
や
電
話

が
殺
到
し
、
課
の
職
員
18

名
で
対
応
し
、
１
時
間
10

分
後
に
予
約
数
に
達
し

終
了
し
た
。 

小出徳彦 議員 

校
舎
活
用
に
よ
る 

　
　
　
地
域
振
興
を 

　
　
見
直
し
年
に
あ
た
り

推
進
未
達
成
の
課
題
調
査

や
取
り
組
み
を
具
体
的
に

聞
く
。 

　
　
Ｄ
Ｖ
が
増
え
て
い
る

と
聞
く
が
避
難
を
求
め
た

と
き
幡
多
内
に
安
全
な
避

難
所
は
あ
る
の
か
。 

　
　
３
・
11
の
避
難
所
運

営
経
験
か
ら
、
防
災
会
議

へ
複
数
の
女
性
委
員
の
任

命
を
求
め
る
。 

　
　
相
談
窓
口
開
設
は
重

要
な
事
業
、
取
り
組
み
計

画
を
聞
く
。 

　
　
八
束
地
区
の
一
部
な

ど
バ
ス
の
通
っ
て
い
な
い

所
の
対
策
と
、
西
土
佐
の

バ
ス
時
刻
要
望
に
つ
い
て
。 

　
　
幅
広
く
到
達
度
や
課

題
が
見
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト

と
合
わ
せ
て
関
係
部
署
の

聞
き
取
り
を
お
こ
な
う
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
状
況
を

み
て
、
啓
発
活
動
を
進
め

て
い
く
。 

　
　
場
所
は
明
ら
か
に
出

来
な
い
が
昨
年
か
ら
幡
多

に
も
県
の
委
託
に
よ
る
避

難
所
が
あ
る
。 

　
　
交
通
空
白
地
域
に
つ

い
て
、今
後
、地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
で
検
討

し
て
い
く
。 

 

バ
ス
の
時
刻
要
望
は
西

土
佐
全
体
の
運
行
見
直
し

に
関
連
が
あ
り
秋
に
検
討

を
予
定
し
て
い
る
。 

　
　
防
災
対
策
に
女
性
の

視
点
は
必
要
と
認
め
て
い

る
の
で
防
災
会
議
へ
出
来

る
限
り
進
め
て
い
く
。 

　
下
田
、
八
束
の
津
波
避

難
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
女
性
参
加
者
も
多

く
、
発
言
を
防
災
計
画
に

生
か
し
て
い
く
。 

　
被
災
し
た
疎
開
マ
マ
た

ち
の
実
体
験
も
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
。 

　
　
従
来
の
統
合
失
調
症

を
中
心
と
し
た
精
神
障
が

い
だ
け
で
な
く
こ
れ
ま
で

対
応
が
遅
れ
て
い
た
発
達

障
が
い
や
、「
う
つ
」「
ひ
き

こ
も
り
」
な
ど
も
対
象
と

し
た
総
合
的
な
相
談
窓
口

を
福
祉
事
務
所
に
置
い
た
。

医
療
関
係
、
関
係
部
署
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
当

事
者
や
家
族
へ
の
支
援
を

行
い
た
い
。 

 

ま
た
、市
民
へ
の
理
解
を

求
め
る
啓
蒙
活
動
も
行
っ

て
い
く
。 

坂本けい子 議員 

「
心
の
健
康
」
相
談
窓
口
の 

開
設
と
今
後
の
取
り
組
み 

質
問 

西
土
佐
地
域
の
休
校
舎
活
用

策
に
つ
い
て 

質
問 

生
活
保
護
に
つ
い
て 

質
問 

脳
ド
ッ
ク
検
診
に
つ
い
て 

質
問 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

質
問 

男
女
共
同
参
画
推
進
の
課
題
を
聞
く 

Ｄ
Ｖ
（
夫
婦
、
恋
人
間
の
暴
力

行
為
）対
策 

質
問 

防
災
・
復
興
対
策
に
女
性
の

視
点
を 

質
問 

「
心
の
健
康
」相
談
窓
口
開
設

と
取
り
組
み 

質
問 

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て 

質
問 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

＝議員の一般質問に関する記事の原稿は、質問議員自らが項目を選定し作成しています＝ 

(注)
パ
ー
ミ
ル 

１
０
０
０
分
の
１
を
１
と
す
る

単
位
、記
号
は
‰
。 

１
‰
＝
０
・
１
％ 

鉄
道
線
路
の
勾
配
を
表
す
単
位

と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。 

に
し
　
が
　
ほ
う 

か
ん  

わ 

て
ん
よ
う 

さ
っ 

と
う 

し
っ
ぺ
い 

た
い  

よ 

じ
ょ
う 

と む
し
ょ
う 

へ
ん 

か
ん 

く
ち  

や  

な
い 

お
お 

み
や 

き
ょ 

て
ん 

と
う
た
つ  

ど 

に
ん 

め
い し  

て
ん 

と
う
ご
う
し
っ
ち
ょ
う
し
ょ
う 

れ
ん
け
い 

け
い
も
う
か
つ
ど
う 

た
い
さ
く 

こ
う
つ
う
く
う
は
く
ち
い  

き 

は
か 

さ
く
て
い 

そ  

か
い 

け
い 

は
つ
か
つ 

ど
う 

ひ 

な
ん 
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田
中
市
政
、
３
年
間

の
総
括
と
残
り
任
期
の
取

り
組
み
を
問
う
。 

　
　
地
震
津
波
対
策
等
、

新
た
な
課
題
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。 

　
　
自
動
車
道
延
伸
に
伴

い
国
道
３
８
１
号
に
観
光

客
が
流
れ
な
い
か
心
配
す

る
。
入
込
増
計
画
等
に
つ

い
て
問
う
。 

　
　
病
院
改
革
プ
ラ
ン
終

了
に
お
け
る
自
己
評
価
に

つ
い
て
問
う
。 

　
　
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

時
に
高
齢
者
、
障
が
い
者

用
の
駐
車
場
、
ト
イ
レ
が

設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
対

応
を
聞
く
。 

　
　
給
食
部
門
の
外
部
委

託
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。 

　
　
市
民
病
院
耐
震
工
事

は
震
度
６
強
と
聞
く
、予
想

震
度
７
に
対
す
る
対
応
は
。 

　
　
公
約
で
あ
る
五
つ
の

基
本
姿
勢
で
市
政
運
営
に

取
組
ん
で
き
た
。
地
域
懇

談
会
、
乳
幼
児
医
療
費
無

料
化
、脳
ド
ッ
ク
、公
共
工

事
の
地
元
企
業
優
先
、
地

元
産
材
・
産
品
の
利
用
・
商

品
開
発
、デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
、

公
約
実
現
に
向
け
確
実
な

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

残
り
任
期
も
公
約
を
持
続
、

確
実
に
す
る
た
め
に
全
力

で
取
組
む
。 

　
　
課
題
は
山
積
し
て
い

る
が
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
む
。
ま
た
、
次
期

任
期
に
も
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。 

　
　
今
回
の
耐
震
工
事
は

基
準
Ｉ
ｓ
値
０
・
６
の
１
・

25
倍
の
設
計
で
倒
壊
、崩
壊

の
危
険
性
は
低
い
と
考
え
る
。 

　
　
案
内
看
板
設
置
、
道

の
駅
や
バ
イ
パ
ス
整
備
等
、

関
係
機
関
と
連
携
し
国
道

４
４
１
号
へ
の
誘
客
を
進

め
て
い
く
。 

　
　
駐
車
場
は
専
用
ス
ペ

ー
ス
の
配
慮
は
し
て
い
る

が
案
内
板
等
は
設
置
し
て

い
な
い
。ま
た
、障
が
い
者

用
ト
イ
レ
は
地
元
レ
ン
タ

ル
会
社
に
在
庫
が
な
く
配

置
さ
れ
て
い
な
い
が
、今
後
、

検
討
し
て
い
く
。 

岡　　裕 議員 

田
中
市
政
、 

　
3
年
間
の
総
括
は 

　
　
大
規
模
災
害
時
公
助

の
基
盤
と
な
る
あ
ら
ゆ
る

社
会
資
本
が
老
朽
化
し
つ

つ
あ
る
が
、
市
民
の
命
を

守
る
た
め
優
先
し
て
行
う

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
。 

　
　
災
害
時
、
子
供
達
が

主
体
性
を
持
て
る
防
災
教

育
が
非
常
に
大
事
と
な
る

が
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。 

　
　
現
在
の
補
助
制
度
は

家
屋
全
体
改
修
で
な
け
れ

ば
利
用
で
き
な
い
。
シ
ェ

ル
タ
ー
的
観
点
か
ら
一
室

改
修
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
す
べ
き
で
あ
る
。 

　
　
救
急
隊
員
が
迅
速
に

適
切
な
救
命
処
置
が
出
来

る
よ
う
、
市
民
の
命
を
守

る
サ
ー
ビ
ス
と
捉
え
実
施

を
。 

勝　泰彦 議員 

防
災
・
減
災
対
策
を
問
う 

　
　
本
年
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
総
額
で
15
億
６
０
０

０
万
円
で
あ
る
。①「
津
波

か
ら
市
民
の
命
を
守
る
対

策
」②「
建
物
の
倒
壊
か
ら

市
民
の
命
を
守
る
対
策
」

③
「
地
震
災
害
に
強
い
組

織
を
つ
く
る
対
策
」
を
柱

に
市
道
、橋
、水
道
施
設
の

耐
震
化
、報
道
通
信
網
、教

育
現
場
の
耐
震
化
等
、
特

に
下
田
、
八
束
の
避
難
路

は
３
年
以
内
を
目
標
に
整

備
す
る
。 

　
　
災
害
時
、
想
定
外
を

無
く
す
取
り
組
み
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
下
で

の
避
難
訓
練
を
複
数
回

し
て
い
く
。
本
年
度
は
、

県
委
託
事
業
実
践
的
防

災
教
育
推
進
事
業
、
学
校

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
事
業
の
２
事
業
を
活

用
し
児
童
、
生
徒
の
安
全

確
保
に
向
け
た
態
勢
改

善
や
強
化
を
計
り
、
自
ら

考
え
判
断
し
行
動
で
き
る
。

ま
た
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
、
他
者
を
思
い
や

り
助
け
あ
え
る
児
童
の

育
成
を
目
指
し
地
域
と

連
携
し
た
防
災
訓
練
を

行
う
。 

　
　
高
齢
者
、
障
が
い
者

に
対
し
て
、
も
し
も
の
時

に
安
心
を
提
供
で
き
る
事

業
で
あ
る
し
地
域
の
見
守

り
体
制
の
構
築
に
も
な
り
、

有
効
な
事
業
の
一
つ
と
し

て
検
討
し
て
い
く
。 

　
　
障
が
い
者
、高
齢
者
、

災
害
弱
者
を
中
心
に
補
助

対
象
に
出
来
な
い
か
検
討

し
て
い
く
。是
非
、実
現
を

し
た
い
制
度
で
あ
る
。 

　
　
経
営
収
支
比
率
２
・

６
　
減
、職
員
給
与
比
率
２
・

７
　
増
、病
床
稼
働
率
１
・

６
　
減
と
目
標
数
値
は
未

達
成
。退
職
手
当
増
、耐
震

工
事
中
の
入
院
減
が
主
な

原
因
。 

ポ
イ 

ン
ト 

ポ
イ 

ン
ト 

ポ
イ 

ン
ト 

　
　
病
院
給
食
は
医
療
の

一
環
で
あ
り
外
部
委
託
は

考
え
て
い
な
い
が
、
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を

整
理
し
検
討
を
し
て
い
く
。 

質
問 

質
問 

自
動
車
道
延
伸
時
の

観
光
客
の
入
込
等
は 

質
問 

市
民
病
院
に
つ
い
て 

質
問 

四
万
十
市
主
催
イ
ベ
ン
ト 

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て 

質
問 

質
問 

質
問 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

質
問 

防
災
教
育
に
つ
い
て 

質
問 

住
宅
耐
震
補
助
制
度
に

つ
い
て 

質
問 

災
害
時
・
救
急
時
あ
ん
し
ん

シ
ー
ト
の
配
布
を 

質
問 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

そ
う
か
つ 

か  

か
ん 

か  

ど
う 

と
う
か
い 

ほ
う
か
い 

い
り 

こ
み
ぞ
う 

は
い
り
ょ 

て  

ご
た 

じ 

ぞ
く 

こ
う
じ
ょ 

き  

ば
ん 

ろ
う
き
ゅ
う
か 

そ
う
て
い
が
い 

じ
ん
そ
く 

き
ゅ
う
め
い 

と
ら 

こ
う
ち
く 

か
ん 

て
ん 

ぜ
　
ひ 

じ
っ
せ
ん 

て
き 

は 

け
ん 

た
い 

せ
い 

れ
ん 

け
い 

と
う
か
い 
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議　案 

第１号議案　専決処分の承認を求めることについて　　　　　　　　　　　　（全会一致原案承認） 
（平成24年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算（第１号）） 

平成23年度決算にいて赤字となり、これを平成24年度予算をもって補填したもの 

（前年度繰上充用金1億3,611万3,000円） 
第２号議案　平成24年度四万十市一般会計補正予算(第2号)について　　　　　（全会一致原案可決） 

市道改良7,676万円の増額、市が行う地震津波対策に関し専門家による助言・指導を 

受けるための経費60万2,000円のほか、9,187万8,000円を追加し、歳入歳出予算の 

総額を191億3,197万8,000円とするもの 

第３号議案　平成24年度四万十市園芸作物価格安定事業会計補正予算(第1号)について（全会一致原案可決） 
平成23年度決算黒字額307万2,000円を平成24年度に繰越し、園芸作物価格安定基 

金に積み立てるもの 

第４号議案　四万十市教職員住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例（全会一致原案可決） 
空き住宅となっている教職員住宅を、本年度からスタートする地域おこし協力隊員 

の住宅として活用する２戸について、教職員住宅の用途を廃止するもの 

第５号議案　四万十市山間地域定住促進住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例（全会一致原案可決） 
空き住宅となっている山間地域定住促進住宅を、本年度からスタートする地域おこ 

し協力隊員の住宅として活用する１戸について、山間地域定住促進住宅の用途を廃 

止するもの 

第６号議案　四万十市長寿祝金支給条例の一部を改正する条例　　　　　　　（全会一致原案可決） 
第７号議案　四万十市印鑑条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　（全会一致原案可決） 
第８号議案　四万十市交通傷害保障条例の一部を改正する条例　　　　　　　（全会一致原案可決） 

３個の条例議案につきましては、住民基本台帳法の一部を改正する法律が平成24年 

7月9日に施行され、それと同時に外国人登録法が廃止され、住民基本台帳法に一本 

化されることにともない、各条例の条文中において、廃止される外国人登録法を指し 

示して規定している部分を削除するもの 

第９号議案　公の施設の指定管理者の指定期間の変更について（四万十いやしの里）（全会一致原案可決） 
第10号議案　公の施設の指定管理者の指定について（四万十いやしの里）　　　（全会一致原案可決） 

指定管理者が平成24年６月30日付けで解散することに伴い指定解除の申し出が出され 

たことから、既に指定している期間を短縮、変更するとともに、当初指定していた残余 

期間（平成26年３月31日まで）の、新たに指定管理者を指定することについて、地方自治 

法第244条の２第６項の規定により議会の議決を求めるもの 

第11号議案　四万十市過疎地域自立促進計画の一部変更について　　　　　　（全会一致原案可決） 
平成22～27年度までの四万十市過疎地域自立促進計画に、西土佐地域における地域 

振興に資する道の駅開設準備事業、消防救急デジタル無線の整備、西土佐中学校体育 

館改築及び地域おこし協力隊等の計画等を追加し変更することで、過疎地域の総合 

的かつ計画的な振興対策の充実を図るもの 

第12号議案　工事委託契約について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全会一致原案可決） 
八反原排水機場ポンプ増設工事について、日本下水道事業団と建設工事委託に関する協 

定をするもの 

第13号議案　教育委員会委員の任命について　　　　　　　　　　　　　　　（反対多数原案否決） 
6月30日で任期を迎える教育委員１名の後任を任命するにあたり議会の同意を求 

めるもの。議長を除く21名の議員による無記名投票の結果、賛成10票、反対11票で 

否決となった 

議員提出議案 

第１号　四万十市議会委員会条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　（全会一致原案可決） 

西土佐総合支所住民課の廃止等にともない、常任委員会の所管の一部を変更するもの 

市議会だより 10
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第１号～第３号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（全会一致原案同意） 

　　　　　　　　（重野祐子、岡林武範、坂本多賀子） 

人権擁護委員の再任及び新任の推薦について議会として同意したもの。 

意 見 書 
○シカ食害から四国の山間地の保全と集落を守るため、国の責任において抜本的な政策を 
　講じるよう求める意見書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全会一致原案可決） 

　（提出者…川村一朗ほか７名） 

　四国においてシカによる食害は剣山、三嶺など剣山系の剣山国定公園内、早明浦ダム周辺の嶺北地域、三本杭、篠山

など足摺宇和海国立公園内など県境をまたがって局部的に異常繁殖しており、市町村主体だけの対策では効果的な保

護、駆除は限界に来ています。 

　特に四国の山間地は急峻な地形に広大な国有林が広がっており、市町村が独自の対策を講じても国有林に逃げ込ま

れ、シカ食害被害地域の分散化と広域化をもたらしています。 

　また、高知県が公表した集落調査報告書では、2010年の県内中山間地域の人口は、1960年と比べて22万5537人(県

全体の人口減は９万人減)も減少し、将来的に集落が消滅する恐れが広がっています。 

　そうした状況の中で、７割以上の人が中山間地に今後も住み続けたいと思っているものの、シカ(鳥獣)被害が日々の

生活での困りごとや不安としてあげており、一刻の猶予もない事態に直面しています。 

　シカの異常繁殖は、ＪＲ鉄道や高速道路、一般道などで遭遇、接触事故を起こしており、住民の安心・安全を脅かす事

態にまで拡大しかねない局面にあると思います。 

　よって、深刻化するシカ食害から四国の山間地保全と集落を守るため、下記内容の実施を求めます。 

 

記 
 

１　シカ食害が広大な国有林、国立、国定公園を囲む形で広がっており、効果的な対策を講じるためには国の関係省庁

　がイニシアを発揮し、関係する市町村、各種団体とも連携を広げて一定のエリア地域で、国の直轄事業としてシカ食

　害対策を実施すること。 

（要旨） 

　西土佐地域における園芸作物の取り組みは水田作物が始まった昭和46年より行われ、現在では価格安定基金を支え

として、地域経済を牽引する一番の産業となっている。 

　しかし、近年の社会経済状況の大きな変化の中で農林産物の価格の低迷は続き、基金についても当初の目的である

金利による価格補償は不可能となり、一時、最大１億７千万円あった残高も現在では、１億円を切る状況となっている。 

　西土佐地域は、一次産業、特に園芸作物での生活者が多く、この基金が生産活動の大きな支えとなっており、基金が

無くなれば意欲ある後継者や高齢者の方々の多くが農業を続けられないばかりか農地の荒廃が急速に加速し、年々深

刻化する獣害の被害も増大し、西土佐地域の存亡にかかわる重大な問題となることは確実であります。 

新市建設計画の中でも地域の特性を活かし、基金については「拡充と活用」をしていくとされており、議会におかれま

しては西土佐地域園芸作物価格安定事業基金の制度継続と拡充を図ることに対する格段のご配慮をいただきますよ

うお願いいたします。 

＝継続審査となった理由＝ 

　請願の主旨は、今までの制度の拡充と継続を求めるものであり十分理解はできるが、新制度を創設するにあたって

は西土佐地域の制度をそのまま移行とはならないであろうという執行部の考えとずれもある。 

　委員から「JA等含め準備委員会のようなものを立ち上げ、その中で双方の考えを調整する話し合いが必要だと思う。」

「合併時の調整内容のなかの、“新市において拡充等の検討を行う”とあることを忘れず考えてほしい。」など意見もあ

り慎重に審査した結果、もう少し検討する必要があることから継続審査とすべきものと決した。 

請　　願 

諮　　問 

○西土佐地域園芸作物価格安定事業の継続と拡充を求める請願書　  　（全会一致継続審査） 
（請願者　松浦栄ほか1869名（紹介議員：宮地昭、小出徳彦、川村一朗）） 
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（西土佐総合支所では１階市民室で視聴いただけます） 

次回定例会は９月です。傍聴においで下さい。 

編
集
後
記 

　
長
か
っ
た
梅
雨
も
明
け
、
毎
日
暑
い

日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆

様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
ご
拝
察
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
６
月
議
会
も
10
名
の
一
般
質

問
者
に
よ
り
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

無
事
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
３
月
議
会
に
お
い
て
設
置
し

た
防
災
対
策
特
別
委
員
会
に
引
き
続
き
、

議
会
基
本
条
例
制
定
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。 

  

今
後
は
、委
員
会
に
お
い
て
議
会
報
告

会
や
こ
れ
ま
で
議
会
が
自
ら
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
て
い
る
内
容
の
更
な
る
精

査
や
、市
民
の
皆
様
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
や
す
い
議
会
の
運
営
、資
質
の
向
上
を

目
指
す
べ
く
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

現
議
員
の
任
期
中
に
四
万
十
市
議
会
基

本
条
例
を
制
定
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。市
民
の
皆
様
に
は
今
後
と

も
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
、ご
指
導

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、

お
体
を
ご
自
愛
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

編 

集 

委 

員 

会 

　 (

議
会
運
営
委
員
会)

委

員

長

 

副
委
員
長 

委

員

 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 

小

出

徳

彦

 

稲

田

　

勇

 

藤

田

豊

作

 

坂
　
本
　
け
い
子 

宮

本

博

行

 

松

田

達

夫

 

宮

地

　

昭

 

勝

　

泰

彦

 

平

野

　

正

 

○伊方原発の再稼働を認めないことを求める意見書　　　　　　　　　 （賛成多数原案可決） 
　（提出者…浜田裕介ほか８名） 

○女性の政治参加をはばむ衆議院比例定数の削減に反対する意見書　　（賛成少数原案否決） 
（提出者…坂本圭子ほか６名） 

○消費税増税に反対する意見書　　　　　　　　　　　　　　　　　　（賛成少数原案否決） 
（提出者…稲田　勇ほか９名） 

２　シカ食害への対応を鳥獣対策としての一般的な位置づけではなく、自

　然の生態を破壊し、深刻で壊滅的な被害の特性からも明確に区分「特化」

　し、シカ食害対策として予算措置も含めた特別対策を講ずること。 

３　銃刀法改正や狩猟者の高齢化で銃による駆除対策は困難な状況にな

　りつつあります。効果的な保護、駆除を推進するためにも、シカの大量捕

　獲技術開発や食肉利用促進へ国が積極的にのりだし、財政的な支援含め

　た施策を講ずること。 

（提出先内閣総理大臣、農林水産大臣、環境大臣） 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故から1年たったが、事故原因の究明は進まず、事故収束の目途も、避難されてい
る被災者がふるさとへ帰る見通しもたっていない。放出された放射能で被曝した住民、とりわけ乳幼児、子どもたち、
妊婦、若者たちへの健康被害も懸念されている。広域に広がる放射能汚染地域の農林水産業や生活被害への補償、除染
費用、被曝がれきの処理など、長い時間と莫大な費用がかかることも明らかになっている。 
にもかかわらず、政府と四国電力は福島原発事故の教訓をも顧みず、伊方原発の再稼働を急ごうとしている。これは周
辺住民の生命と健康を脅かす行為であり、断じて認めるわけにはいかない。 
　伊方原発は日本最大の活断層・中央構造線のほぼ真上に位置しているにもかかわらず、地震に対する備えはきわめ
て不充分で、再稼働を差止める新たな訴訟も起こされている。伊方原発のような加圧水型原発は、原子炉格納容器内に
窒素が注入されていないために、過酷事故が起きれば格納容器が水素爆発を起こす危険性があるにもかかわらずその
対策もとられていない。 
　また、伊方原発3号機はプルサーマル発電が行われており、ＭＯＸ燃料自体の強毒性や制御不能性などほかの原発に
ない危険性を持っている。 
　本年２月11日に国際ＮＧＯ「グリーンピース」が、伊方原発周辺か
ら200個の風船を飛ばした実験は、わずか3時間後に四万十市竹島に
風船が飛来したという驚くべきものだった。伊方原発で事故が起き
れば、原発周辺地域はもちろんのこと、四万十川流域や豊後水道、宿
毛湾、足摺半島など高知県西南部が放射能に汚染される可能性が高
いことは明らかである。 
　よって四万十市議会は、福島原発事故を教訓としてかけがえのな
い故郷を守るために次のことを要望する。 
 

記 
 
１ 伊方原発の再稼働を認めないこと 
２ 原発に頼らないエネルギー政策へ政治決断し、必要な法的、制度的、財政的措置をとること 
（提出先内閣総理大臣、経済産業大臣、愛媛県知事） 

鹿による被害 

伊方原発 


